
事業管理シート（施策）

No. 19 担当課

１．施策名

2

8

1

２.重点事業

H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7

1,047人 1,143人 1,189人 857人 1,150人

３.基本事業

110120(スポーツ推進委員活動費)

課題・問題点等（Ｃ）

取組内容・結果等（Ｄ）

・夏休み親子スポーツ教室（７月・８月全５回：参加者46名）
・シニア健康体操教室（５月～７月全５回：参加者49名）
・スポーツレクリエーションフェスティバル（11月：参加者249名）
・市民健康駅伝競走大会（１月：参加者491名）
・ペタボード交流会（２月：参加者22名）
・ビーチボール交流会（３月：開催中止）

夏休み親子スポーツ教室は参加者が増加したが、それ以外は参加者が減少している。
新型コロナウイルス感染防止のため、３月に実施する予定のビーチボール交流会が中止となった。
今後も、新型コロナウイルスの影響もあるが、施設の利用状況などを鑑み、各種スポーツイベントを通じて、一人一スポーツへの取り組みを行っていく必要がある。
 また、スポーツイベントが他のイベントと重ならないような配慮も必要である。

スポーツ推進委員との連携・支援事業
予算事業番号
(予算事業名)

事業名(中分類)

今後の方向性（Ａ）

一人一スポーツの間口を広げるため、スポーツレクリエーションフェスティバルなどの幅広い市民が参加できるイベントの充実を図り、他のイベントと共同開催を企画し、参加者数の
増加を図る。
スポーツ推進委員と連携を図り、各種スポーツイベント事業を進めていく。

今後の方向性（Ａ）

市民に生涯スポーツの推進を図る上で、スポーツ推進委員の役割は非常に高く、出役する回数も多いので、研修会等を充実したものにし、人材の育成と確保しながら、委員の資質向上につなげていく。

事業概要

地域におけるスポーツ推進のコーディネ-ターとして活躍するスポーツ推進委員に対し、専門的知識の研修会や講習会への参加の機会を提供することにより人材育成に努める。また、ニュースポーツを体験する
スポーツ委員研修会やスポーツ講座の開催を通し、地域スポーツを支える人の組織強化を図る。

取組内容・結果等（Ｄ）

・スポーツ推進委員定例会の開催（毎月１回：計12回（３月中止・実質11回））
・スポーツ推進委員実技研修会の開催（４月・７月・２月：計３回）
・スポーツ委員研修会の開催（４月：１回）
・スポーツイベントの開催（５回）体力測定会＆健康チェック（５月・６月：２会場）、スポーツレクレーションフェスティバル（11月）、市民健康駅伝競走大会（１月）、ペタボード交流会（２月）
・スポーツ講座の開催（２月・３月：計４回（３月１回中止・実質３回）

課題・問題点等（Ｃ）

スポーツ推進委員の担い手となっていく人材の育成と確保を必要とする。

【令和元年度実施分】

施策を構成する事業評価

政策名

社会教育課

基本目標

施策名

事業名(中分類)

健康で元気に暮らせるまち【保健・福祉・医療・社会教育】

スポーツが盛んなまちづくり

誰もがスポーツに触れ合う機会を創出します

110120(スポーツ推進委員活動費)
110122（生涯スポーツ推進費）
110123（スポーツ大会推進費）

誰もが取り組めるスポーツイベント開催事業
予算事業番号
(予算事業名)

スポーツ教室・スポーツ大会の参加者数

達成
状況(%)

事業概要

市民一人ひとりが健康で心豊かな生活を送ることができるよう、誰もがいつでも気軽に取り組むことのできる軽スポーツや体操を主としたスポーツ教室の開催、スポーツを親しむイ
ベントや大会の開催を実施し、市民の健康、体力づくりや生きがいづくりとなる一人一スポーツを推奨する。

実績値

事業指標

目標値
R7

現状値
H27



事業管理シート（施策）

No. 19 担当課

１．施策名

2

8

2

２.重点事業

H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7

244,924
人

（H27実績
値）

371,072 490,778 469,630
255,000
人以上

３.基本事業

110128(グラウンド体育館管理費)

課題・問題点等（Ｃ）

取組内容・結果等（Ｄ）

・炭焼きさわやか菊川グラウンド水路修繕工事を行った。
・台風被害による小笠グラウンドゴルフ場内の堆積土砂撤去業務を行った。
・３月２日から19日までの間小中学校の体育館、グラウンドの使用を停止したため、利用者数は昨年を下回った。

・菊川運動公園北グラウンドの再整備は、令和３年度から段階的に進めていく。
・水銀灯の照明器具の生産が令和２年末に停止することにより、市内スポーツ施設の照明灯を計画的にLEDにする必要がある。
・新型コロナウイルス感染防止のため、体育施設を閉館したことにより、スポーツ施設年間利用者数は昨年を下回った。また、利用者の施設安全第一を考えた、貸出を行っていく必
要がある。

指定管理者との連携強化
予算事業番号
(予算事業名)

事業名(中分類)

今後の方向性（Ａ）

・市内スポーツ施設の照明灯を計画的にLEDに変更していく。
・市民サービス向上のため、利用者の安全第一を考えた維持管理を行い、施設の改修、改善に取り組んでいく。

今後の方向性（Ａ）

体育施設の今後の在り方について検討を行い、施設の再整備や長寿命化等の方向性を検討していく。

事業概要

平成24年度に体育館３施設に指定管理者制度を導入し平成27年度から体育施設を付帯する公園９箇所についても同制度を導入した。引続き同様の制度を活用し、市民サービスの向上及び施設利用者の増
加、総合的管理による経費節減を推進するため、指定管理者との連携を強化していく。

取組内容・結果等（Ｄ）

・指定管理者との月例報告会を12回、四半期報告会を４回実施し、施設の利用状況や管理状況について報告及び相談を受けた。
・令和２年２月28日に、体育協会グループと令和２年度から新たに５年間の指定管理の契約を締結した。
・

課題・問題点等（Ｃ）

施設の老朽化に伴い体育館の雨漏り等の発生が生じ、施設利用に支障をきたす可能性が高まっている。

【令和元年度実施分】

施策を構成する事業評価

政策名

社会教育課

基本目標

施策名

事業名(中分類)

健康で元気に暮らせるまち【保健・福祉・医療・社会教育】

スポーツが盛んなまちづくり

スポーツ活動の場を提供します

110127(公園体育施設管理費）
110128（グラウンド体育館管理費)
110129（菊川運動公園整備費）

110135(グラウンド体育施設整備事業費）

スポーツ環境整備事業
予算事業番号
(予算事業名)

スポーツ施設年間利用者数

達成
状況(%)

事業概要

スポーツ施設の適正な維持・管理を行い、安全管理に努めるとともに、計画的なスポーツ施設の整備を検討する。

実績値

事業指標

目標値
R7

現状値
H27



事業管理シート（施策）

No. 19 担当課

１．施策名

2

8

3

２.重点事業

H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7

３.基本事業

課題・問題点等（Ｃ）

市体育協会について、ＮＰＯ法人として運営し、市体育施設の指定管理者となっているが、経営基盤の安定化、スポーツにおける市民サービスの向上に向けて、補助・アドバイス等の支援が必要である。

今後の方向性（Ａ）

引続き、市体育協会をはじめ各スポーツ団体と、補助やアドバイス等の支援を行う。

事業名(中分類)

事業概要

ＮＰＯ体育協会や総合型地域スポーツクラブ「アプロス菊川」の活動に対する自立及び支援を行う。

スポーツ振興を担う団体の支援
予算事業番号
(予算事業名)

110121（青少年スポーツ振興費）
110123(スポーツ大会推進費)

取組内容・結果等（Ｄ）

体育協会への支援・協力（菊川市陸上選手権大会、しずおか市町対抗駅伝競走大会、スポーツ少年団交流会）
アプロス菊川への支援・協力（スプリント教室、ファン駅伝、ウォーキングやフーバ等の加盟団体のＰＲ）
ゲートボール協会への支援・協力（シニアゲートボール大会５チーム・26名参加）

110121（青少年スポーツ振興費）
110123(スポーツ大会推進費)

110125（スポーツ大会出場支援費）

課題・問題点等（Ｃ）

取組内容・結果等（Ｄ）

競技スポーツ、スポーツ少年団支援事業
予算事業番号
(予算事業名)

事業名(中分類)

今後の方向性（Ａ）

今後の方向性（Ａ）

競技団体の活性化に向け、スポーツ少年団の団員確保、任意団体は、組織化に向けた取り組みなど、問題点等の洗い出しの検討を行っていく。

事業概要

NPO菊川市体育協会への委託事業の開催や加盟団体のノウハウを活かしたスポーツ教室・大会の開催を通して菊川市のスポーツ競技力の向上、スポーツ振興に努める。またスポーツ少年団に対する各種大
会補助やスポーツ少年団交流会の委託事業により支援を行う。各種スポーツ大会における全国・県大会等に出場する選手又は団体に激励会の開催及び奨励金の支給により更なる活躍及び技術の向上につな
げていく。

取組内容・結果等（Ｄ）

委託事業　菊川市陸上選手権大会（8月・参加者948人）、しずおか市町対抗駅伝競走大会（12月・市の部：19位タイム２時間21分36秒過去最高タイム）、スポーツ少年団交流会（３月・中止）
スポーツ少年団が開催する大会助成　少年野球選抜菊川大会、菊川市長杯少年野球大会、菊川市長杯小学生バレーボール大会
全国大会等への出場に対する奨励金支給　全国大会（個人）18人、全国大会（団体）３団体、東海大会（個人）２人、東海大会（団体）２団体、県大会（個人）４人（団体）11団体

課題・問題点等（Ｃ）

競技団体においては、単位種目ごとの活性化が必要となってきている。スポーツ少年団においては、団員の確保。任意団体は組織化に向けた取り組みが必要となってきている。

【令和元年度実施分】

施策を構成する事業評価

政策名

社会教育課

基本目標

施策名

事業名(中分類)

健康で元気に暮らせるまち【保健・福祉・医療・社会教育】

スポーツが盛んなまちづくり

スポーツ団体・スポーツ活動を支援します

なし
予算事業番号
(予算事業名)

達成
状況(%)

事業概要

実績値

事業指標

目標値
R7

現状値
H27


